
 

 

教科シラバス（ 工業：機械科 ） 

 

科 
目 
名 

実 習 

（溶接実習） 

履修学年 履修単位 履修形態 授 業 形 態 

２ ３ 必修 班単位 

使 用 教 科 書 ・ 副 教 材 ・ 準 備 物 

実習テキスト（自作）・実習服・帽子・保護メガネ・防塵マスク・エプロン・手袋・足カバー 

科 目 の 概 要  学 習 目 標 

機械加工の基礎的な技術・技能を学習する。ま

た溶接の使用方法などを理解し、協調・責任・勤

労など技術者として望ましい態度や習慣を身に付

ける。 

アーク溶接に関する基礎的な技術・技能を学習

させ、その危険性についても理解させる。 

年 間 学 習 プ ロ グ ラ ム 

 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

班

別

実

習

 

第１週目 
溶接作業のあらまし 
・安全作業及び基本操作 
・アーク溶接の説明 

第２週目 
 アーク溶接作業 
・アークの発生 
・ストレートビードの練習 

第３週目 
 アーク溶接作業 
 ・ウィービングビードの練習 
 ・課題材料の準備 
第４週目 
 アーク溶接作業 
・下向きＩ形突合せ溶接の説明 

 ・下向きＩ形突合せ溶接（練習） 
第５週目 
 アーク溶接作業 
 ・下向きＩ形突合せ溶接（本番） 

 

・溶接の危険性について学ばせ、正しい使い方を

心掛けさせる。 
・アーク溶接の基本を理解させる。 
 

・課題の説明を行い、作業方法を理解させる。 
・アークの発生、ビードの練習を繰り返し、ス

ムーズで安全な作業が出来るようにさせる。 
 

・課題材料の準備として、切断機（シャー）を使

用させる。その作業説明と危険性について理解

させる。 
 

・下向きＩ型突合せ溶接の作業順序を説明し、溶

接作業を確認しながら溶接方法を習得する。 
 

 

・溶接方法の改善点を考え、その改善点を考慮し

て課題の下向きＩ型突合せ溶接を行う。 

評 価 の 観 点 及 び 内 容 

知識・技術 

・工業技術に関する基礎的技術を身に付け、工業の諸問題に対して積極的に改善・向

上しようと意欲的に取り組むとともに、社会の発展を図る創造的・実践的な態度を

身に付ける。 
・工業の各分野に関する基礎的な技術を習得し、安全・環境に配慮し合理的に計画、

実践され適切に処理し、その成果を適切に表現する。 

思考・判断・表現 
・工業の各分野に関する基礎的な技術を習得し、安全・環境に配慮し合理的に計画、

実践され適切に処理し、その成果を適切に表現する。 

主体的に学習に取

り組む態度 

・工業の各分野に関する基礎的な知識・技術を身に付け、工業の発展を理解し、現代

社会における工業の意義や、役割を理解している。 

評 価 方 法 及 び そ の 他 留 意 事 項 

・学習活動への参加の仕方や態度及び出席状況。 
・レポートの内容及び提出期限は守られているか。 
・課題の作品が自ら考え、創意工夫をして製作されているか。 
・常に安全を心がけて作業を行えているか。 

 



 

 

教科シラバス（ 工業：電子機械科 ） 

 

科 
目 
名 

実 習 

（旋盤） 

履修学年 履修単位 履修形態 授 業 形 態 

２ ３ 必修 班単位 

使 用 教 科 書 ・ 副 教 材 ・ 準 備 物 

電子機械実習（実教出版株式会社） 

科 目 の 概 要 学 習 目 標 

 機械加工やロボット制御の基礎的な技術を学習
する。また工作機械の使用方法や制御技術の基礎
を理解し協調・責任・勤労など技術者として望ま
しい態度や習慣を身に付ける。 

・安全や整理整頓の大切さに気付き実践できる姿勢を

育成する。 
・機械工作の授業で学んだ知識を実際に機械操作して

体験し、切削技術について体得する。 
・ノギスやマイクロメータを正しく使い正確に測定す

ることの大切さを認識する。 
 

年 間 学 習 プ ロ グ ラ ム 

 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

班 

別 

実 

習 

第１週目 
 安全について 
 旋盤の主要部とその働き 
 バイトの各部名称と種類 
 材料について 

 
・安全意識を常に持って作業をする。 
・各部機能を理解し、正しい操作を学ぶ。 
・作業内容や使用方法による使用するバイト
が違うことを理解する 

第２週目 
端面削りと外丸削り 
適切な標準切削速度の選定 

 切削速度と回転速度 
 

 
・切削速度と回転数との関係を理解する。 
・バイトの高さ調整の大切さを理解する。 
・適切な切削速度の大切さを学ぶ。 
・ノギス・マイクロメータを使用し、目標の
外径に仕上げる。 

第３週目 
端面削りと外丸削り 

 
 

第４週目 
段付き削り 

 
 

 
・送りと切り込みを適切に行い、加工手順を
考えて指示された寸法外径に書こうできる
ようにする。 

第５週目 
段付き削り 
 

評 価 の 観 点 及 び 内 容 

知識・技術 

・工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付け、現代社会における工
業の意義や役割を理解している。 

・工業の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に付け環境に配慮し、実際の
仕事を合理的に計画し、適切に処理するとともに、その成果を適確に表現す
る。 

思考・判断 

・表現 

・工業技術に関する諸問題の解決を目指して自ら思考を深め、基礎的・基本的な
知識と技術を活用して適切に判断し、創意工夫する能力を身に付けている。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・工業技術に関する諸問題について関心を持ち、その改善・向上を目指し意欲的
に取り組むとともに、創造的、実践的な態度を身に付けている。 

評 価 方 法 及 び そ の 他 留 意 事 項 

・学習の過程において観察や質問、現状の把握と３観点による評価を行う。 
・レポートの提出ができていない場合は総合的に判断し評価する。 
・創造性があり、自発的な学習態度等が養われるように配慮する。 
・常に安全に心がけて作業を行う。 

 



 

 

教科シラバス（ 工業：電子機械科 ） 

 

科 
目 
名 

実 習 
（ワンチップマイコン・ロボット制御） 

履修学年 履修単位 履修形態 授 業 形 態 

２ ３ 必修 班単位 

使 用 教 科 書 ・ 副 教 材 ・ 準 備 物 

実習テキスト（自作） 

科 目 の 概 要 学 習 目 標 

 機械加工やロボット制御の基礎的な技術を学習
する。また工作機械の使用方法や制御技術の基礎
を理解し、協調・責任・勤労など技術者として望
ましい態度や習慣を身に付ける。 

ＰＡマシン語によるＬＥＤ点滅、スイッチデー
タ入力、ＤＣモータなどの駆動を通してワンチッ
プマイコンでの基本的な制御技術を学ぶ。 
垂直多関節ロボットの制御技術やプログラミン

グの方法について学習する。 

年 間 学 習 プ ロ グ ラ ム 

 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

班 

別 

実 

習 

第１週目 
 ワンチップマイコン 
  ＰＡアセンブラ 
   ・ＰＩＣ１６Ｆ８４のあらまし 
第２週目 
ワンチップマイコン 
ＰＡアセンブラ 

   ・アセンブラ言語 
第３週目 
ワンチップマイコン 
ＰＡアセンブラ 
・インターフェースとＬＥＤ制御 
・スイッチデータの入力 

第４週目 
ワンチップマイコン 
モータドライブ 
 ・ＴＡ７２５７によるモータ制御 

第５週目 
ロボット制御 
ロボットの操作 
・ロボットのあらまし 
・ティーチングボックス 

第６週目 
ロボット制御 
ロボットの操作 

・プログラミング 
・ＲＳ２３２Ｃ通信 

 
・ＰＩＣ１６Ｆ８４の使用上の注意。 
・マイクロコンピュータとワンチップマイコ
ンの違いとＰＩＣファミリーについて学
ぶ。 

 
・アセンブラ言語とプログラミングの習得。 
 
 
 
・インターフェースの理解とＬＥＤ制御のプ
ログラミングの作成。 

・スイッチデータの入力によるＬＥＤ制御の
プログラミングの作成。 

 
・モータドライブＴＡ７２５７について学ぶ 
・モータドライブＴＡ７２５７を使用したＬ
ＥＤ制御のプログラミングの作成。 

 
・アームロボットとティーチングボックスの
操作について学ぶ。 

 
 
 
 
・アームロボットの制御用プログラムの作成 
・ＲＳ２３２Ｃ通信について学ぶ。 

評 価 の 観 点 及 び 内 容 

知識・技術 
・工業の各分野に関する基礎的・基本的な技術を身に付け環境に配慮し、実際の
仕事を合理的に計画し、適切に処理するとともに、その成果を適確に表現す
る。 

思考・判断 

・表現 

・工業技術に関する諸問題の解決を目指して自ら思考を深め、基礎的・基本的な
知識と技術を活用して適切に判断し、創意工夫する能力を身に付けている。 

・工業の各分野に関する基礎的・基本的な知識を身に付け、現代社会における工
業の意義や役割を理解している。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・工業技術に関する諸問題について関心を持ち、その改善・向上を目指し意欲的
に取り組むとともに、創造的、実践的な態度を身に付けている。 

評 価 方 法 及 び そ の 他 留 意 事 項 

・学習の過程において観察や質問、現状の把握と３観点による評価を行う。 
・レポートの提出ができていない場合は総合的に判断し評価する。 
・創造性があり、自発的な学習態度等が養われるように配慮する。 
・常に安全に心がけて作業を行う。 

 



 

 

教科シラバス（ 工業：電子機械科 ） 

 

科 
目 
名 

実 習 

（パソコン） 

履修学年 履修単位 履修形態 授 業 形 態 

２ ３ 必修 班単位 

使 用 教 科 書 ・ 副 教 材 ・ 準 備 物 

実習テキスト（自作） 

科 目 の 概 要 学 習 目 標 

機械加工やロボット制御の基礎的な技術を学習
する。また工作機械の使用方法や正確かつ効果的
に使えること、制御技術の基礎を理解し、技術者
として望ましい態度を習得する。 

パソコンを活用するモチベーションを高めると
ともに、３年生で行う課題研究で、主体的にもの
づくりに取り組むために、3DCAD や 3D プリンタの
操作について、基本的な技術を習得する。 

年 間 学 習 プ ロ グ ラ ム 

 学 習 内 容 学 習 の ね ら い 

班

別

実

習

 

第１週目 

3DCAD の概要 
・3DCAD（SolidWorks） 

・目的・流れ・関連知識の説明。 
・3DCADの概要について理解する 
・SolidWorksの基本的な操作を習得する。 

第２週目 

SolidWorksの基本操作 
・3DCAD（SolidWorks） 

・SolidWorksの操作を習得する。 
・SolidWorks を用いた基本的なモデリング作業を
習得する。 

第３週目 

製図模型の製作 

・SolidWorksの操作を習得する。 
・SolidWorks を用いたモデリング作業を習得す
る。 

第４週目 

オリジナル作品の製作 
・オリジナルサイコロの製作 
・3次元モデルの出力実習 

・サイコロの製作を通じて SolidWorks の操作を
習得する。 

・STL ファイルについて理解する。 

第５週目 

3D プリンタの基本操作 
・CAD/CAM実習 
・3Dプリンタ操作実習 

・CAD/CAM を通じて、加工プログラムについて理
解する。 

・3Dプリンタの基本操作を習得する。 

評 価 の 観 点 及 び 内 容 

知識・技術 
・ものづくりを行う上で、SolidWorksを活用する基礎ができているか。 
・それぞれの課題について、寸法など、適切に仕上がっているか。 
・SolidWorksを用いて 3次元モデルの出力が適切にできているか。 

思考・判断 

・表現 

・オリジナルサイコロの製作に当たって、創意工夫をして完成させることができ
ているか。 

主体的に学習に

取り組む態度 

・実習活動を積極的に参加しているか。SolidWorks に関する諸問題に関心を持
ち、課題制作に向けて取り組んでいるか。 

評 価 方 法 及 び そ の 他 留 意 事 項 

実習態度、課題内容、レポート提出等を含め、上記３つの観点から評価する。なお、レポート
不提出および作業が教員の定める規定以上でない場合、総合的に判断し評価する。 

 

 


